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  会 長  吉 賀 孝 則 

 

 

 

本来ならば研究大会で皆さまの前でごあいさつをすべきところですが，コロナ禍により役員

会の緊急事項として，年度初めに研究大会の中止を決定いたしました。そのため，大変遅くな

りましたが書面にてごあいさつ申しあげます。   

６月に行った第１回代議員会（書面決議）で承認され，今年度（１期：２年）より会長の職

を担わせていただくことになりました，浜田市立国府小学校の吉賀孝則です。長きにわたり本

会の充実・発展のためにご尽力された青山悦子前会長の後を引き継ぐことになり，会長として

の重責を痛感しております。さらに，昨年度は第５０回記念研究大会が盛大に開催され，改め

て本会の歴史の長さと重さを感じております。本会の目的「会員相互の連携をもとに学校事務

の研究，学校事務職員制度の確立を推進し，会員の資質向上を図り，もって本県学校教育に寄

与する」の達成及び発展のために会員の皆さまのご理解とご協力，関係者の皆さまのご支援を

いただきながら務めて参りたいと思います。本当に微力で力不足は否めませんが，どうぞよろ

しくお願いいたします。 

さて，１０月２３日に第２回代議員会を開催し，今年度の事業・予算，島事研ビジョン２０

２０が承認されました。これにより，本格的な島事研活動のスタートとなりました。しかし，

コロナ禍を受け，今年度が開催年度である島事研セミナーは中止（来年度へ延期）といたしま

した。研究大会に続き，島事研セミナーも中止となり主要事業が開催できず，会員の島事研に

対する意識・意欲の低下が懸念されます。役員会及び各事業部としては，島事研ＨＰ等を活用

し情報発信を行い，会員の方のモチベーションの維持に努めていきたいと思います。そして，

本会の活動の基盤となるのは，会員皆さまのご理解とご協力，そして取組です。是非とも「島

事研ビション２０２０」をご覧いただき，島事研活動を推進していただければと思います。 

最後になりますが，コロナ禍が一日でも早く収束し，来年度には研究大会及びセミナーで会

員の皆さまにお会いできることを楽しみにしております。 
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事業部の取組 
  

 

  

 

 

情
報
部 

研修部では，研究大会の企画，セミナーの企画・運営，研修制度の確立，研修の充実

について活動を行っています。残念ながら今年度は研究大会，セミナーが中止となってし

まいましたが，来年度以降の開催に向け，研究大会の運営の見直しやセミナーの意義や

目的を改めて考え，検討していきます。 

また，学校事務職員の職務が「事務に従事する」から「事務をつかさどる」に改正さ

れ，学校事務職員がより主体的・積極的に学校運営に参画することへの期待が込めら

れる中，新規採用学校事務職員の研修の充実を図ることを急務とし，「新規採用学校事

務職員研修プログラム（案）」を作成しました。この新規採用者の支援プログラムを提案

し，プログラムの周知と活用の推進を行います。 

また，任命権者研修についてアンケートを実施し，今年度の研修の在り方等も含め研

修内容の検証を行い，研修の充実につながるよう教育センターへ提案をしていきます。 
 

研修部 部長 土井 こずえ 

 

情報部の主な活動内容は，広報誌「爽」の発行です。例年は年３回発行しているとこ

ろですが，今年度は２回発行の予定です。会員の皆さんにとってためになる内容にした

いという想いで，広報誌づくりに取り組んでいるところです。 

また，島事研ホームページの管理・運営を行い会員の皆さんや関係諸機関等への情

報発信を行っています。発信された情報がもととなり，会員相互の交流や取組の参考に

つながることを期待します。 

広報活動の他に，学校事務職員情報の収集・整備や，全事研調査の協力も行ってい

ます。島事研の活動を皆さんにわかりやすく伝えられるよう，広報誌，ホームページづくり

に取り組みたいと思っています。 

情報部 部長 坂井 佳恵 

研究部の今年度の取組は，なんと言っても「第六次研究中期計画の策定」につ

きます。現在「島事研ビジョン２０２０」のゴールである「つかさどるを形にする」に迫

るための計画を，部内で意見交換を行いながら立案している最中です。「私たちは

なぜ，なんのために研究活動を行っているのか」ということを意識しながら検討して

います。 

  もしかしたらこれまでとは少し変わった計画ができあがるかもしれませんが，ど

の様な研究中期計画になるのか，策定を楽しみにお待ちください。 

  来年度には，皆さまにお示しいたします。 

 研究部 部長 沖田 和彦 

研
究
部 

研
修
部 
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年齢 

（アンケート回収率 99％・令和 2年 5月 1日現在） 

島事研では，島根県内の小中学校・義務教育学校に勤務する学校事務職員や事務グループの状況につい
て毎年調査を行っています。この調査は島事研の様々な活動に活用しています。今年度も皆さんのご協力
を得て，まとめることができました。例年ならば研究集録に掲載しておりましたが，今年度は広報誌に掲

載することで報告に代えさせていただきます。 

ここには年齢構成等のグラフを載せておりますが，事務グループ一覧表も島事研ホームページ（代議員

会資料）に掲載していますのでご覧ください。 
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邑南町東部グループ 

今年度、邑南町東部グループに新規採用者 2 名が加わり、6 校 6 名で活動をしています。年度

当初は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点からグループ会の中止等を余儀なくされました。し

かし、新規採用者への支援を継続させるためにはグループ会は欠かせないという思いからグループ

会議を Web 会議で行うことにしました。Web 会議の運用にあたり「Web 会議システムの運用マ

ニュアル」を定め、邑南町教育委員会の承認を得て行っています。これは、管理運用や機能と制限、

ネットワークと機器、利用場所、セキュリティ上の留意事項等細かく定め、利用する私たちが運用

マニュアルに沿って安心して会議を行えるよう管理職の助言をもとに作成したものです。 

現在は三密を回避して通常のグループ会活動も行っていますが、Web 会議も継続して行ってい

ます。未だに、画像や音声の不調等トラブルもありますが、今後学校におけるオンライン授業やオ

ンライン会議（研修）の導入が進むうえで、こうしたトラブルを経験し、解決策を身につけておく

ことも大切だと考えています。また、必要な機器や利用できる環境の整備をしていかなければなり

ません。本格的な導入に先駆けて事務職員側から積極的に動いていけるよう今後も Web 会議を継

続していきたいと考えています。 

 

 

 

電話と違って顔を見て話せたり資料

も画面をとおして確認できたりすると

ころがいいです！トラブルさえも楽しん

でグループ会をしています(^o^) 

Web会議だと、会議のための移動時間や

旅費の経費削減につながります。とても効

率的ですよね！ 

全事研に関する情報提供 
 
 コロナ禍により令和２・３年度事業が変更となりましたのでお知らせします。 
 
１．第５２回全事研大会（岐阜大会） 

中止に伴い，代替事業としてのオンラインによる動画・資料配信 
①期間：令和３年１月４日（月）～２月２８日（日）予定 
②参加費：無料 
③オンラインによる動画・資料配信内容 
１）令和３年１月４日～２月２８日（録画配信） 

       ・会長あいさつ ・全事研活動報告 ・第５３回全事研大会（埼玉大会）ＰＲ 
       ・本部研究提案 ・分科会担当支部発表（希望支部のみ） 

２）令和３年１月９日ライブ配信（以降２月２８日まで録画配信） 
       ・本部研究討議（リアルタイムでの研究討議） 

３）令和３年２月１５日～２月２８日 
       ・シンポジウム「テーマ：目指す子ども像を実現するカリキュラム・マネジメント」 
 
２．第５３回全事研大会（埼玉大会） 

令和４年１月２７日～１月２８日（さいたま市） 
（東京オリンピック開催と同時期開催を回避するため） 

 
３．全事研セミナー                                 
   令和２年度は中止                              

令和３年度は非集合型で企画・運営を行い，令和３年７月に開催予定 
 
４．中国地区公立小中学校事務研究大会 
   令和２年度は中止（広島支部主管）。令和３年度は島根支部主管で開催予定 

https://1.bp.blogspot.com/-uwqsvddm_XA/Xor0RViEh1I/AAAAAAABYL4/9X7hXjGoQvMJTSk9GztD7EKoiPCKVjNtACNcBGAsYHQ/s1600/online_kaigi_suit_man.png
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朝の読み聞かせをする機会があります。図書館に行

き、学年に合わせてふさわしい本を選びます。この選

書はけっこう難しくもあり、どんな反応をするのだろ

うと考えることが楽しくもあります。先日は「これ、

なんなん？」という本を読みました。タヌキたちが住

む島に、ヒトの道具がどんどん流れ着きますが、その

使い方が分かりません。知ったかぶりの長老に聞く

と、ホースが電話になったり、カサがりんごを取る道

具になったりしていきます。聞いている子どもたちの

反応は素直で、「えー、違うよー。」「そんなの決まって

るじゃん。」と口々に言い、とても盛りあがりました。

この本では、「これはこう使うものだ」という“当たり

前”を少しずらし、いろいろな使い方が生まれていま

した。 

今年度、学校でも“当たり前”が大きく変わってい

ます。毎年行っている行事が縮小または中止になりま

した。本校では、運動会「こんなときだからこそ笑顔

で団結ほろっ子運動会」は玉入れとリレーのみに縮小

し、音楽会は中止となった代わりに、ピアノコンサ－

トを行いました。全員で知恵を絞り、いろいろな制限

や対策を練りながら、まさにこんなときだからこそで

きる形で行うことができました。また、これらを開催

するにあたり、これまで慣例で行っていたことへの意

味を考えるきっかけにもなりました。これは日々の仕

事にも通じるような気がします。これはこういうもの

だと、普段何げなくしている仕事を思い返すと、改善

の余地があることに気がつきます。今は、コピー機と

コピー用紙の置き場所の動線をよくしたいです。これ

からも、毎日の“当たり前”をいろ 

んな見方で捉え、全員で知恵を絞り 

ながら仕事に取り組みたいです。       

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】コロナ禍により新しい生活様式が学校でも求められ、指導の方法や学校行事の見直し

等各校工夫して対応されていることと思います。その中で、「できない」ではなく、私たちが今、子ど

もたちに「できること」を探り、行動したいと常日頃思っています。そして一日も早く新型コロナウイ

ルスが終息するよう願い、日々緊張感を持って、それでもいきいきと楽しく仕事をしていきたいと思っ

ています。（F.A） 

 

作･画：佐伯圭一  

人権コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松江市立母衣小学校 

米田 翔吾 


